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模擬授業を通じた初等教科教育法（算数）における内省的な学びについての分析

１．はじめに
小学生の教員養成課程においては、模擬授業を担

う初等教科教育法は重要な役割を担う。本報告で
は、教職を志望する学生が作成したレポートの分析
を行うことで、教職課程「初等教科教育法」におけ
る模擬授業を通じた学生自身の気づきや学び合いに
ついて、報告を行う。

２．実施概要
2.1　実践の目的

初等教科教育法（算数）おける、模擬授業を通じ
た学生自身の気づきや、模擬授業後のディスカッ
ションによる気づき、模擬授業後に配布されるリフ
レクションシートを通じた模擬授業後の内省につい
て、テキストマイニングを用いた可視化を目的とす
る。

2.2　授業の概要
初等教科教育法（算数）は、小学校６年間に学ぶ

算数の内容である、数と計算、図形、測定、変化と
関係、データの活用についての指導方法を学ぶ。具
体的には、算数で学習した教材研究を生かした指導
法について、学習指導要領を読み解きながら、１時
間の流れを考えた指導案を作成し、模擬授業を行う
よう授業設計を行った。また、模擬授業では、必ず
教員および、模擬授業を見た学生から、生徒役から
みた模擬授業の良いところ、修正点について、リフ
レクションシートを集約して、模擬授業実施者に対
して配布することで、模擬授業の実施だけではな
く、算数科の模擬授業で必要となる「指導スキル」

について最終レポートとしてまとめる。この最終レ
ポートの作成過程を通じた内省を分析対象とするこ
とで、模擬授業を体験した感想だけではなく、学生
自身による模擬授業後のディスカッションによる気
づき、そして、模擬授業実施後に配布される教員や
クラスメイトからのリフレクションシートを通じた
学生自身の教員としての強みや今後補うべきスキル
など、模擬授業実施による気づきを得られるようレ
ポート課題を位置付けた。

2.3　演習グループ
「初等教科教育法」の授業を受けている学生につ

いて、模擬授業の予行演習などを含めて相談しなが
ら、議論を深めていけるよう２～３名の班編成を
行った。

2.4　課題レポート
本調査において、初等教科教育法（算数）におけ

る模擬授業を通じた学びとして、最終レポートを課
した。文字数は2000文字以内とした。

３．分析
3.1　分析デザイン
「初等教科教育法」の授業で作成したレポート内

容（匿名化された19名分）について、分析を行っ
た。模擬授業による内省的な学びを明らかにするた
め，テキスト型データの量的分析だけではなく、質
的分析も行うものとする。具体的には、テキスト型
データの量的分析では、分析対象となるテキスト
データについて、多頻度で検出された「抽出語」と
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４．結果
4.1　抽出語リストの作成

KH Coderにある抽出後リスト機能を用いて、本
分析対象であるレポートに対して、頻出50語を抽
出した。表１は、このリストを出現回数順に示した
ものである。ここから、「授業」や「模擬授業」と
いう語が最も多く抽出され、その後、「児童」「自
分」「考える」「指導」「板書」などの語が続くこと
が分かる。ここから、表として示した頻出語は、

「理解」「板書」「クラスメイト」「教材」「説明」な
ど、模擬授業に関する指導上の動作や、指導の結果
得られる効果、そして、教材研究や準備などの教員
としてのスキルに関するものが多く抽出された。

4.2　共起ネットワークの結果
図１は、提出された課題レポートに対して共起

ネットワーク分析を行った結果である。分析の結
果、11個のサブグループから構成されるネットワー
ク図が検出された。共起ネットワーク分析では、分
析対象となるテキスト群における特徴的な語が選ば
れ、共起関係の強さをJaccard係数として表現する
ことができる。Jaccard係数を解釈する目安として、
同係数値が0.3以上の場合、「とても強い関連あり」
と解釈するとされている３）。

図１について、各サブグループを見ると、分析の
対象となっている「模擬授業」という語が入ってい
る集団（灰色）が、最も大きな集団であることが分
かる。この集団には、「児童」「見る」「考える」「行
う」「指導」「自分」などの語があり、それぞれ５個
程度の要素につながっていることが分かる。教職課
程の講義である「初等教科教育法」として見て取れ
る特徴的な部分は、以下の３点である。

まず、１つ目の特徴的な部分は、前述した「見
る」「考える」に派生するサブグループとして、板
書法に関連する用語の集合が確認されたことであ
る。具体的には、「見る」という抽出語に対して、

その「出現回数」をみることによって、後者の質的
分析を行う際に注意してみていく重要語について確
認を行う。また、質的分析では、共起分析という分
析対象となるテキストにある一緒に登場する単語の
組み合わせを行い、登場する単語ごとの意味の強さ
についてマッピングを行う手法を採用する。この手
法を採用することで、互いに連関する単語同士のつ
ながりを確認する。

3.2　分析手法
計量テキスト分析ソフトとして、フリーソフト

「KH Coder」１）を採用した。同ソフトにおけるテ
キストマイニングの前処理は、「KH Coderマニュ
アル」２）を参考とした。まず、KH Coderを用いる
前に、分析対象とするテキスト全体について誤字脱
字の修正を行った。また、本報告に関係する「初等
教科教育法」「教育実習」「模擬授業」「教材研究」
の４つを複合語として強制抽出することで、抽出さ
れる単語の粒度が適切になるよう配慮した。分析対
象内において重要な語を特定するため、出現度合い
の高い語を頻出語として抽出を行った。抽出された
頻出語は、それぞれ語同士の意味のつながり強さを
有しているが、この強さを可視化するために共起
ネットワーク分析を行った。このネットワーク図か
ら、単語同士のつながりや、その共起度合いの強弱
を観察することで、本授業で行った学生たちの学び
について特徴的な内容を読み取ろうと試みた。ネッ
トワーク図で、授業における学びを可視化すること
で、①模擬授業を行った教師役としての主観的な学
び、②児童役として模擬授業を観察（リフレクショ
ンシートを記述）して気づいた学び、③生徒役（仲
間）からのリフレクションシートを見て得た自分の
模擬授業についての内省など、授業内で得た学生た
ちの学びについて特徴的な意味のつながりを読み取
ろうと試みた。

表１　頻出語（出現回数準）
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やすい授業になるよう話し方にも気を付けていきた
い」など、教育実習において必要な説明スキルを、
模擬授業者である学生が意識していることが伺え
る。

この「緊張」という語には、「発言」「反応」「出
来る」などがまとまったサブグループがつながって
おり、「例えば、私がした質問に対して反応を示し
た児童に合わせて授業を進めてしまうと、反応でき
なかった児童を置いていってしまう事になりかねま
せん。」など、児童の反応を見ながら指導案という
授業ストーリーに縛られず、かつある科目を苦手と
する児童の反応をクラス全体の学びとしていくため
には、どのような授業展開が必要なのかを考えてい
ることを示唆する発言が確認された。

２つ目に特徴的な部分は、「理解」「子ども」など
で構成される子供の理解に注意を向けた指導スキル
についてのサブグループと、「問題」「導入」「説明」

「教材研究」などで構成される教材研究を含めた単
元の内容の理解についてのサブグループが、反省点

その対象である「黒板」という対象物がつながり、
「考える」という抽出語に対して、「板書」という黒
板に書かれた内容を表す語につながっていることが
興味深い。抽出語である「板書」には、「文字」「改
善」、「話す」「緊張」などの語がつながりを見せて
おり、前者は、授業を成立させるための文字の視認
性や書き順などの板書スキル、後者は、板書しなが
ら話していく、もしくは教師役として教壇に立って
説明するといった説明スキルに関する内容であっ
た。具体的には、前者の授業を成立させるための文
字の視認性や書き順については、「小学校での授業
なので文字の書き順やとめ、はらいなどを意識して
文字を書かないといけないと思いました。文字の一
文字一文字を大切にする」などの内容が挙げられ
た。また、後者の説明スキルについては、「話すと
きに児童ではなく黒板に向かって話してしまうこ
と、また、自信の無さからサクラをつくってしまう
こと」「声が通りやすいという声質だけに頼らず、
滑舌や話すスピードなど、どれをとっても聞き取り

図１　共起ネットワーク分析
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成されたレポート内容について、KH Coderを用い
た分析結果を示した。小学校学習指導要領（平成
29年告示）解説算数編４）では、教科の目標におい
て、「数学的活動」という用語が追加された。初等
課程では、発達過程にある児童に対して、日常に身
近な題材を数学的な活動として、興味深いものとす
る必要がある。このためには、単に分かりやすく授
業を教えるだけではなく、単元の内容を損なうこと
なく、それぞれの児童の考え方をクラス全体で練り
上げながら理解を深めていく複合的な指導力が必要
となる。

そのためには、指導対象である児童一人一人の個
性を見ながら、授業運営を行っていく必要がある。
本報告では、最終レポートを対象とした共起ネット
ワーク分析を行った。分析の結果、学生たちに対す
る教員として必要な①「板書スキル」「説明スキル」、
②「子供の理解に注意を向けた指導スキル」「教材
研究を含めた単元の内容に関する理解」、③「学び
合い」の３点が示唆された。この３点は初等教科教
育法（算数）においても、知識を文字によって伝達
する「板書スキル」、そして、その板書を分かりや
すく伝達する「説明スキル」、また、授業案という
シナリオ通りに進まない場合において指導の懐を拡
げる「子供の理解に注意を向けた指導スキル」「教
材研究を含めた単元の内容に関する理解」、そして、
学び続ける教員として必要な研究授業などを通じた
教員同士の「学び合い」など、初等課程の教員とし
て重要な資質が示唆された。

今後は、初等教員養成課程の初学年との比較を通
じた教員としての資質向上に目を向けていきたい。
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も含めた模擬授業の力点として語られることが多い
「思う」につながっていることである。前者の理解
に注意を向けた指導スキルについては、「先生（模
擬授業者）がただ永遠と説明するのでなく、子供た
ちに考えさせたりするほうが子供たちの理解が深
まっていくなと他の人の模擬授業を見ていて思っ
た」などの考察があった。

また、後者の教材研究を含めた単元の内容に関す
る理解については、「教材研究が、実際の模擬授業

（の質）に直結すると感じた。教材研究を行うこと
で、正しい教え方・分かりやすい説明、理解しやす
い教具が準備することができ、教材研究が不十分だ
と、予想外の質問に答えに対応できない」など、単
にアドリブを含めた授業運営に頼らない教材研究を
通じた指導内容の理解を通じた授業運営の必要性に
ついて考察している内容が確認された。

３つ目に特徴的な部分は、模擬授業における教師
役や生徒役を通じたクラスメイト同士の学び合いに
関係するサブグループがあることである。このサブ
グループは、「クラスメイト」「得る」「気づく」が
互いに強い係数で結びついている。

共起ネットワーク図では、分析対象となるテキス
ト群に特徴的な語が選ばれ、共起関係の強さを
Jaccard係数として表現することができる。図では、
0.40以上の値が検出されている。Jaccard係数の目
安として、0.3以上の場合、「とても強い関連あり」
と解釈することができ３）、このサブグループのみ
Jaccard係数が0.4以上の組み合わせとして抽出され
ていることも非常に特徴的である。

このサブグループについて、学生たちの考察を見
てみると、「私がクラスメイトの模擬授業から得た
１番の気づきは、教員の声の印象・表情が授業に大
きな影響をもたらしているということである。」や、

「クラスメイトの模擬授業を一通り見てみて、どの
クラスメイトも他のクラスメイトに負けない強みが
それぞれあると感じた。授業準備や教材研究におい
て誰よりも努力が見える人や、（以下略）」など、学
生自身が、模擬授業における教師役と児童役の相互
を体験することによって、教員として必要な多様な
指導力が認識できたことが伺える。

以上、３点から、初等教科教育法（算数）を通じ
て、教育実習を次年度に控えた２学年生について、
教職を見据えた意識の変化が示唆される。

５．まとめと今後の展望
本報告では、初等教科教育法（算数）の授業で作


